
 

平
成

２９年
全

町
内

会
連

合
会

新
年

交
流

会

が
１

月

１８日
（

水
）

に
寿

宴
に

お
い

て
西

村
 

町
長

・
西

根
社

会
福

祉
協

議
会

会
長

・
小

谷

木
教

育
委

員
会

教
育

長
を

来
賓

に
、

町
内

会
・

連
合

会
役

員

３３名
を

含
む

４０名
が

参
加

し
盛

大
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

 

佐
々

木
会

長
よ

り
、「

平
成

２８年
度

は
色

々

な
取

組
を

し
て

き
ま

し
た

が
、

中
で

も
町

内

会
の

活
動

を
情

報
誌

『
あ

か
り

』
に

広
報

し
、

情
報

の
共

有
を

努
め

て
き

ま
し

た
。

 

今
後

、
各

町
内

会
に

共
通

の
課

題
に

つ
い

て
全

町
連

の
中

の
活

動
の

あ
り

方
を

検
討

し

て
参

り
ま

す
。

新
し

い
年

が
災

害
の

な
い

年

で
あ

り
ま

す
よ

う
お

祈
り

申
し

上
げ

ま
す

。

と
挨

拶
が

あ
り

ま
し

た
。

 

西
村

町
長

よ
り

、「
ま

ち
づ

く
り

に
と

っ
て

町
内

会
活

動
は

大
切

な
部

分
で

あ
り

ま
す

、

全
町

連
の

発
展

と
皆

さ
ま

の
幸

せ
な

ら
び

に

今
年

が
何

と
か

良
い

年
で

あ
る

ま
す

よ
う

お

祈
り

申
し

上
げ

ま
す

。
」

 

西
根

会
長

よ
り

、「
災

害
へ

の
備

え
や

地
域

福
祉

の
充

実
に

町
内

会
の

役
割

が
貴

重
で

あ

り
、

加
入

率
が

減
少

す
る

中
、

町
内

会
長

、

役
員

の
方

々
の

頑
張

り
に

期
待

申
し

上
げ

ま

す
。
」

 

小
谷

木
教

育
長

よ
り

、「
町

内
会

の
皆

さ
ま

に
は

子
供

達
の

見
守

り
や

健
全

育
成

へ
尽

力

い
た

だ
き

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

、
今

後
地

域
 

と
共

に
『

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
』

の

実
現

に
ご

理
解

と
ご

支
援

を
お

願
い

い
た

 

計
根

別
町

内
連

合
会

は
５

町
内

会
で

構

成
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
全

世
帯

３
５

７
戸

中
 

安
心

・
安

全
な

住
み

よ
い

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

を
活

動
方

針
と

し
て

、
全

町
内

会
連

合

会
が

活
動

し
て

お
り

、
近

年
、

災
害

時
の

対

応
と

町
内

会
の

取
り

組
み

、
ま

た
地

域
福

祉
、

高
齢

者
対

策
な

ど
議

論
さ

れ
る

機
会

が
多

く

な
っ

て
い

ま
す

。
昨

年
は

立
て

続
け

に
４

度

も
の

台
風

が
直

撃
し

、
河

川
の

増
水

に
よ

る

被
害

が
心

配
さ

れ
る

な
ど

、
災

害
の

少
な

い

地
域

で
は

あ
る

が
対

策
を

考
え

る
必

要
性

を

感
じ

る
年

で
も

あ
っ

た
。

し
か

し
、

郡
部

地

区
に

お
い

て
は

、
地

区
連

合
会

全
体

で
の

対

策
を

考
え

る
の

は
無

理
が

あ
る

状
況

で
す

。
 

町
内

会
加

入
率

が
低

下
し

て
い

る
中

で
、

郡
部

地
区

に
お

い
て

も
在

住
戸

数
は

増
加

し

た
が

未
加

入
者

が
増

し
、

ま
た

営
農

を
中

止

し
た

後
の

連
合

会
活

動
な

ど
の

協
力

が
消

極

的
な

事
が

近
年

の
悩

み
で

あ
り

ま
す

。
 

当
幌

地
区

連
合

会
の

活
動

に
つ

い
て

は
、

１
月

の
総

会
に

始
ま

り
４

月
に

は
開

拓
記

念

祭
と

長
寿

を
祝

う
会

を
毎

年
実
施

、
こ

の
事

業
に

は
町

長
さ
ん

、
社

協
の

会
長

さ
ん

に
も

御
案

内
し
出
席

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
 

９
月

に
は

当
幌
神

社
祭

を
開

催
、

地
域

全

体
の
親
睦

と
交

流
を
図

り
長

年
続

け
て

お

り
、
こ

の
２

つ
の
行

事
に

は
、

子
供

か
ら

年

寄
り

ま
で

100名
近

い
住
民

が
参

加
し
楽

し

ん
で

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

 

ま
た

年
間

を
通

し
て
女

性
の

方
々

の
協

力

を
得

て
毎

月
研
修
館

を
掃
除

し
て

い
た

だ
き

環
境
整

備
と

し
て
６

月
か

ら
９

月
ま

で
当
番

を
組

み
、
芝
刈

り
を
行

う
な

ど
協

力
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
 

地
域

の
活

動
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

が
、

実
施
向

け
た

取
り

組
み

は
進
ん

で
い

な
い

の

が
現

在
の

状
況

で
す

。
 

し
ま

す
。
」

と
挨

拶
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

 

交
流

会
で

は
、

参
加

者
の
自
己
紹
介

を

兼
ね

た
町

内
会

の
現

状
や

課
題

、
抱
負

を

語
り

、
情

報
を

交
換

し
ま

し
た

。
 

 
ま

た
、

ス
テ

ー
ジ

で
は

「
中
標
津

ニ
コ

ニ
コ
マ
ジ
ッ

ク
ク
ラ
ブ

」
の
臼
井
茂

さ
ん

、

渡
辺
悦

子
さ
ん

に
よ

る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ

ー

が
行
わ

れ
、
軽
妙

な
語

り
口

と
参

加
者

を

魅
了

し
、

大
好
評

で
し

た
。

 

 
終
わ

り
に

、
佐
藤
副

会
長

よ
り

加
入

率

の
向

上
に

は
町

内
会

活
動
及

び
行
政

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

が
必

要
と

の
挨

拶
で
終
了

い
た

し
ま

し
た

。
 

与えられた課題に真剣 

に取り組む参加者達 

記念撮影 
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は
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中
標
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町
の
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活
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に

て
ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
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す

。
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町
内

会
に

つ
い

て
の

お
問

い
合
わ

せ
 

中
標
津

町
全

町
内

会
連

合
会

事
務
局

 

０
１

５
３

-
７

３
-
３

１
１

１
（

内
線

２
２

０
）
 

 

私
た

ち
の

町
内

会
 

⑦
 

計
根

別
町

内
連

合
会

会
長

 
佐

藤
 
良

文
 

２
月
９

日
女

性
部
研
修

会
 
「
避
難
所
運

営

ゲ
ー
ム
～
北
海
道
版

（
Ｄ
Ｏ

は
ぐ

）
～

」
の
研

修
会

が
開

催
さ

れ
、

町
内

会
女

性
部

を
主

に
、

参
加
人

数
４

３
名

と
盛

況
で

し
た

。
 

中
標
津

町
よ

り
徳
永
防

災
主
幹

と
上
田
防

災
係

の
指
導

の
も

と
、
７
人

の
グ

ル
ー
プ

に
分

け
、
真
冬

に
地
震

が
起

き
、
避
難
先

の
学
校

で

ど
の

よ
う

な
方
法

で
避
難
所

を
運

営
し

て
行

っ
た

ら
良

い
の

か
、
疑
似

体
験

し
な

が
ら
学

び

ま
し

た
。
２

時
間

の
研
修

は
あ

っ
と

い
う
間

に

過
ぎ

、
参

加
者

よ
り

、
「
非
常

に
勉
強

に
な

っ

た
、

町
内

会
単
位

で
も

開
催

し
た

い
」

と
の
声

が
多

く
聞

か
れ

ま
し

た
。

 

２
９

４
世

帯
加

入
、

加
入

率
８
２
．

４
％

で

郡
部

の
中

に
あ

っ
て

は
、

低
い

方
と
危

機
感

を
抱

い
て

お
り

ま
す

。
 

尚
、

総
人
口

は
７

３
９
人

で
す

。
 

因
み

に
昭
和

４
５

年
（

４
６

年
前

）
と
比

較
し

ま
す

と
、

当
時

３
８

５
戸

で
１

３
１

３

人
、

対
比

す
る

と
、

戸
数

は
７
．

３
％

、
２

８
戸

し
か

減
っ

て
い

な
い

の
に

、
人
口

は
５

７
４
人

、
４

３
．
７
％

も
減

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
現

在
、
６

５
歳
以

上
は

３
１
％

。
正

に
少

子
高

齢
化

が
顕
著

で
あ

り
ま

す
。

 

 
こ

の
よ

う
に

戸
数

が
減

っ
て

い
る

中
、

昨

年
ま

で
７

部
会

で
構

成
さ

れ
て

い
た

町
連

の
事
業

活
動

を
３

部
会
２

連
携

組
織

に
再

編
し

少
し

ス
リ
ム

に
し

ま
し

た
。

 

さ
ら

に
、
民
意

を
問

う
た

め
、

町
内

会
の

今
後

の
方
向

性
に

つ
い

て
「

ま
ち

づ
く

り
ア

ン
ケ

ー
ト
調
査

」
を

実
施

し
ま

し
た

。
 

そ
の

中
で

重
み

づ
け

が
明

ら
か

に
な

っ

た
こ

と
を

中
心

に
、

当
た

り
前

で
は

な
く

な

っ
た

町
内

会
。

加
入

者
メ
リ
ッ
ト

も
視
野

に

入
れ

た
事
業

展
開

を
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

・
多

く
の

町
民

が
集

う
「

町
内
一
斉
清
掃

日
」

（
焼
肉

交
流

会
と
セ
ッ
ト

）
 

・
「

町
民
手

づ
く

り
の

計
根

別
神

社
祭

」
 

（
計

根
別

全
域

が
参

加
す

る
）

 

・
「

計
根

別
地

域
ふ

れ
あ

い
交

流
会

」
 

等
を

中
心

に
、
幼
稚
園

か
ら

高
校

ま
で
存

在
す

る
、
恵

ま
れ

た
小

さ
な

地
域

、
子

供
た

ち
に

と
っ

て
「

い
い
背

中
」

に
な

れ
る

よ
う

皆
で

盛
り

上
げ

て
い

き
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

私
た

ち
の

町
内

会
 

⑥
 

当
幌

地
区

連
合

会
会

長
 

長
正

路
 

清
 

中
標
津

町
の
人
口

 
 
２

３
，
８

３
２
人

 

中
標
津

町
の

世
帯

数
１

１
，
０

７
６

世
帯

 

町
内

会
入

会
世

帯
数

 
５
，

１
７

５
世

帯
 

加
入

率
４
６
･
７
％

 
（
Ｈ

２９年
２

月
末

）
 

平
成

２９年
中

標
津

町
全

町
内

会
連

合
会

 
新

年
交

流
会

の
開

催
 

第
３

回
女

性
部

研
修

会
 

「
避

難
所

運
営

ゲ
ー

ム
」

 

中
標

津
町

成
人

式
 

１
月

７
日

中
標
津

町
の

成
人
式

が
総

合

文
化

会
館

で
催

さ
れ

ま
し

た
、

佐
々

木
全

町
連

会
長

も
来

賓
と

し
て
出
席

し
、

新
成

人
に

「
今

、
大

き
な
希
望

も
っ

て
輝

い
て

い
る

皆
さ
ん

へ
、
縁

に
は
家
族

と
の
血
縁

や
人

と
知

り
会

う
知
縁

が
あ

り
ま

す
、
そ

の
縁

を
大

事
に
生

き
て

く
だ

さ
い

、
人
生

色
々

な
事

が
起
こ

り
ま

す
、
困
難

な
事

も

そ
の
縁

が
あ

れ
ば

き
っ

と
乗

り
越

え
ら

れ

る
と
思

い
ま

す
。

ま
た
ふ

る
さ

と
中
標
津

を
大

事
に

し
て

く
だ

さ
い

、
こ

の
町

に
住

む
方

は
、
是
非

町
内

会
に

加
入

し
、

活
動

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
」

と
祝
辞

を
述
べ

ま
し

た
。

今
年

の
中
標
津

町
の

新
成
人

は
２

８
４

名
で

す
。

少
子

高
齢
化

が
進

む
中

で
つ

い
に
人
口

減
少

が
始

ま
っ

た
中
標
津

町
、

ま
 

ち
の

未
来

を

託
す

多
く

の

若
者

が
こ

の

町
に
残

り
、
自

分
達

の
夢

に

向
か

っ
て

、
こ

の
地

域
を

活

性
化

し
て

く

れ
る

よ
う

に

願
い

た
い

も

の
で

す
。

 

 

全町連 佐々木俊三会長 


